
平成12年12月1日発行 523号 ホムページアドレス http://www.town.nagahama.ehime.jp/ 
・発行…-w799-3401愛媛県喜多郡 長浜町役場 fi0893t@1l1l香編集…総務課 (iモード対応)http://www.town.nagahama.ehime.jp/i / 

広報

シリーズ「長浜の文化財」⑮

可指定氏』俗え化財

豊茂~Aツ夜踊り

指定年月日 昭和55年3月11日

所在地長浜町大字豊茂

所有者豊茂五ツ鹿踊り保存会

(無形民俗文化財)

こ の五 ツ鹿 踊りは、豊茂の丸又七三郎(1826-1908) が青年時代に日土中当や鍛冶岡の青年 7-

8人 とと もに 保内町に行き、宮内地区の人か ら 教 え て も ら っ た と い わ れ て い ま す。 天保12年(1841

年)の頃であり、 そ れ 以 来 今 日 ま で 約160年間 、 奥 ・ 朝 日 地 区 の 人 々 に よ っ て 継 承 さ れ て い ま す。

なお、五ツ鹿踊りの起源は、仙台藩主伊達 政 宗 の 長 子 秀 宗 が 元 和 元 年 (1615年)宇和島藩に封ぜ

られた際、故郷 の民俗芸能であった八ツ鹿踊りの手連者を引き連れてきたのが起源とされています

が、各地に伝わる聞に、 8人踊りが 5人踊りになったものであろうといわれています。



2001年 1月6目、政府が新しい体制に生ま
れ変わります。これは、 21世紀を迎え日本とい
う国が今後どうあるべきかを考えて、求められる
仕組みに編成し直す大改革です。国民の声を度映
した開かれた行政を自指します。

-複雑な政策課題に的確に対応できるよう、 1府 22省庁

から 1府 12省庁に大くくりに再編成します。

-内閣官房や新設される「内閣府」が、各省よりも一段高

い立場から政府内の政策の総合調整を行うことなどによ

り、いわゆる「縦割りの行政」の弊害を排除します。

-各府省の大臣の下に副大臣や大臣政務官を設置して、政

治主導の政策決定を行し、やすくします。

この再編成は¥今まであった省や

庁ガ、くっついて大きな省庁になるわ

けではありません。政府のやるべき

仕事をどのように分担したらいいか

を考えて、 1府 12省庁ガまったく

新しくできるものです。
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.金融庁所管事項担当

.その他

(経済財政諮問会議〉

市福扇面蚕記

(中央防災会議〉

I (男女共同参画会議〉
等
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(注 1)金融庁は平成12年7月設置、金融再生委員会は平成13年 1月廃止。

(注2)郵政事業庁は平成15年中に郵政公社に移行。

(注1)



園内閣官麗の機能を充実
内閣の重要政策などの企画立案・総合調整機能

を担当し、栓正里の 1)←ダーシッブを支えます。

新設

.内閣総理大臣補佐官

従来の 3人以内から 5人口、内に

拡充し、総止を強力に繍佐します。

織内部組織

優秀なスタッフを、行政組織の

内外から起用します。

2001年4月

スタート

団関唖由里」

政府が現在行っ てい る仕 事の 中に は、 政府から独立

して自立的に仕事をする方が効呆的なものもありまれ

そのよろなイ上事は政府から切り離し、独iLこ行政法人と

いう新しい仕組みの下で仕事を進めることになりまし

た。三れによって、仕事の効率i.J'良くなるだけでなく、

国民の皆きんの声をより受け止めやすく、よりよいザー

ピスが提供できるようになります。

国が行っている事務や事業の廃止-民営化、民間委

託の推進、独ウー行政法人化、規制緩和、地方分権、補

助全などの見直しなど、出のイ1:事の減量を徹底します。

あ わせて、大胆な人員や組織のスリム化に取り 組A ま

すの

働省庁数(1府 22省庁から 1府 12省庁に)

囲内閣府の新設
内閣に「内閣府」を新設し、国政との弔:要事項

について企両立案し、政府全体の総令調整を 行 い

ます。

。特命担当大臣(沖縄幽北方対策担当、金

融庁担当、その他)

重要課題にi渇する大臣レベルの?調整を可能に

しますい

.重要政壌に関する会議(経済財政諮問会議、
総合科学技術会議、中央防災会議、男女共同参画会議)

政滑内外の人材の共生日を結集し、国政卜の主

要事」頁を得議します

争内部部崩等

優秀なスタップを、行政組織の内外から起 用

します。

内閣官房と内閣府は、その他の省庁のまとめ
役をしなガら、総理大臣ガ国全体のものごとを
決めるのに必要な助けをします。今回の省庁改
革では、総理大臣のリーダーシツブを高めるこ
とが一つの大きな目標ですから¥内閣府を作る
こともその一つの方法なわけです。

組織を政府から切り離すといっても、政
府との関係を無くしてしまうことではあり
ませんO 政府が3~5年間でやるべき目標
を決め、具体的なやり方についてはそれぞ
れの独立行政法人に任せることにするので
す。ます来年4月には¥美術館¥博物館、
研究所など全部で57の独立行政法人ガで
きることlごなります。

輔各省庁の官房園閣の数(1 28から 96(こ)、課園

室の数(約 120むから約 1000 (こ)

政府本体をできるだけ小さくし
て、無駄な部分ガないようにしよ
うとしています。例えば、これま
で政府ガ行っていた仕事の中で、
今後は必要ガなくなると思われる
仕事をなくしたり、政府以外のと
ごろでできる仕事は惜の組織に任
せるようにします。

命国家公務員定員数(1 0年間で25%削減)
・審議会の数 (21 1から 90に。特に、基本政策

を審議する審議会は約1/6に)

首相官邸ホームページに、より詳しい資料が、掲載されでいます。

なお、詳しい情報はこちらで!

中央省庁等改革推進本部事務局

企03-3539-8920

http:/グwww.kantei.go.jp/カ、ら「中央省庁等改革」をクリックしてください。
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::::~:::話出話::::::::夜中・判明蹴:::~~~~:時間:~:*~~::.争ぷ宇田~~~:"~~~::::::::~::.. ~::::::.::~~ 

3教育委員長に
露 金橋喜雄氏
語教育長に

i! 叶本 正氏
肱川では、秋から冬にかけて冷気に霧を伴った「肱川あらしJが発生

します。この現象は世界的にも珍しく、登録文化財である現役で 動く
長浜町教育委員会は、 11月 1

ほの第 2同臨時会で、教育委員長
我が国最古の道路可動橋「長浜大橋Jを吹き抜ける荘敢な営みは、季節

に金橋喜雄氏(長浜・66)、教育長
の風物詩として知られています。

に叶本正氏(白滝・ 57) をそれぞ、

オ1-)室f壬しました。

教 育委 員長 の任期は 1年間、教

育長の任期は 4年間です。

混在吉溜話器提~~~~~~:問点摂E琵琶，>琵:;:;，習指E現在::;:;-~~~詰寝苦沼田i

g自宅の電話国 FAXから
窓(ブッシュ E線のみ)役場の
~j 一部サービスが受けら
3れるようになりました

番号59-3305に お 電 話 い

ただき、音声ガイダンスに従って

I 0 Jのボタンを続けて押してく

ださしミ。次のようなメッセージに

より、電話 .FAXによるサービ

スカ斗是f共さオ工ます一。

1 役場からのお知らせサービス

(当直医療機関-検診予定ー各種

手続)f法等)

2 イベント情報サービス(町ー内

で、行われるイベント等)

3 防災情報サービス(通行止め・

災害状況など)

4 施設予約案内サービス(中央

公民館などの施設使用予約)

5 FAX情報発信サービス(各

種申請書の FA X送付サービス)

6 町民の声サービス(行政への

意見など)

今後も、より A 層サービス充実

に努めていきたいと思川、ますので、

ご意見、 ζ 希望等がございました

ら 16町民の声サービス」をご利

用ぐださい。

なお、夕、、イヤル回線の電話機で

は ご利用いただけませんのでご了

承ください。

【お問い合わせ】長浜町役場総務

課情報管理係(告 52-1111

指")2022)まで。

このたび¥下記のとおりこの

「肱]11あらしJの 写 真 作 品 を 広 く

募集します。皆さん、どしどしご

応募ください。

I募集期|浪]平成 13年 1月 31 

日 ま で

[テーマ] I肱川あらし」と長浜

大二十喬

Iサイズ]カラープリント四つ切り

季節の風物詩「肱川あらし」

[応募先]フジカラー取扱屈または長浜町役場経済課(干799-3401愛

媛県喜多郡長浜町大字長浜甲480-3)

I発 表}平成 13年 2月中旬愛媛新聞紙上(入賞者には直按通知)

[応募上の注意]0応募作品に制限はありませんが、未発表のもの 。

O応募票(自作も可)に必要事項明記の上、作品裏面に添付。 o入賞

作品の版権は主催者側に属します。 。入賞者は所定の日までにネガを

主催者に提出。 o原則として 1人 1賞。 。応募作品は返却しません。

I賞 ]0推薦 1人(賞状と賞金 3万円・フジカラー副賞) 0特選 2人

(賞状と賞金 2万円・フジカラー副賞) 0準 特 選 5人(賞状と賃金 1

万 円 ・ フジカラー副賞) 0住作(賞状とテレホンカード・フジカ ラ ー

副 賞 )

【お問い合わせ1長浜町役場経潰課(宮0893司 52-1111・惰)2121)まで。

新刊 情 報 です ~長浜町立図書館~

書名 著者

。とりあえずの殺人 赤川 次郎

の芯足5E4 

。おしゃべりなからだたち 向井亜紀

。雲へのぼる坂道 花田春兆

。楽しい茶の湯 野上 j登江

。火怨(上-下) 高橋克彦

。なぜ円、い人」は心を病むのか 町沢静夫

よ2開i事r.，を気汚染臨止間関』君事く環境庁〉
12月は窒素酸化物等の大気汚染

物質の濃度が 1年中で最も高くな

る時期です。

一人 ひとりが大気汚染について

考え、大気汚染の防止に取り組む

ことが重要です。
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よる市内干見制度を'j，:L恋するため、 、l'

成 12平 12月 1日から希明者を

募集します η

ふれあい会館では、|ご記のとお この;UIJ度を利用さ札ると納期限

り各展示公を開催しますのご近所 が来るたびにわざわざ金融椴閣に

手リ聞くださ 0'0

口8Zt長梓を希望される方法、金、

融 扶 関 の 窓 口 に 用 意 し て お ります

1iJi.事寸辰替納1，J届 に よ り お 巾 し込み

くt.:_'与しミ九

鑑賞ください

お誘い台わせ、この機ニマにぜひご 出か什な くても、あなたの資金LJ 【 お 問 い 合 わ せ 】 八 幡 浜 地 方局県

木村喜久男氏
絵馬写真展

木村吉久男さん(長鋲 )iJ宮、町

内各神社を巡っ て 撮 り 集 め ら れ た

絵馬の写真、約 70点が展示され

ます。

【期間】 12月 1 2 日 ~22 自

(月曜日休館:午前 9時~午後 5

日寺)

【場所1ふれあい会館ギャラリー

座から自動 的 仁 川 視 さ れ る こ と 仁 税務課(告0894-22-4111)まで。

なり、大 変 便 利 で す の で 、 ぜ ひ ご

草嘗許:::.

g受{けすて安心電気の調査 相談セン夕一 E 香川(滑宮フリ一夕

ご家出、商1吉、工場~、ととの電気

設備の調査は、 IJLJ国電力に代わっ

て、当協 たが4年に 1回無料 if実

方缶しています。

当協会の調杏枝師がお伺いし た

とき、 fE気についてこ心配な点や、

疑問び)fL1i1 Tj庁がありましたら、遠慮

なくこ、宇日己炎く f三さし、 I

【お問い合わせ"] (財)四国電気

保安協会愛媛支部園大洲支所(告

23-5012) まで。

イヤ)1.-0120-447-688)まで。

【受付時間]午前 9時~午後 5時

(土曜・日曜且祝日{はま剖f休木みです。)

宇沼E話蹴混語蹴;:~詰九~:~::~::語描留珪闇底E庇蕊艇舵E担g町，;:::::栂r

号無料
~~ 交通事故ご相談

・電話のごや目談も J:o受けします

宮 089-945-2335
(宙通)

[~目談日]月曜~金曜・・ー午前 9

1辱半~ 1 2時、 1 1二位 1 時~ 4 P寺 4

0分(-1九条EJを除く)

。専門の相談口がご相談~三応じてE

す

む弁護士相談日 毎週木曜日干後

1 s寺 -4時(予約制・相談無科-

':l3!IT可言炎)

※損害保険一般のご相言炎も i乏け付

いますの

Eお問い合わせ】社団法人日本損

害 保 険 協 会 : 松 山 自 動 車 保 険詰求

掴談センター(松山市花園町 1-

3日本生命松山市駅前ビル 6階:

[J揚所1大 1州商工会館 太 1¥暴エネノレギーを干IJJnして恰湯 http圃パグwww.sonpo.or.jp)

I内容]視金に関すること全般 な ど に 利用されてかるソーラーシ

{担ゴJ] ;当松国税局税務相談2R ステムは、地球環詰{呆ぺでの観点(か

E日 時 ] 平 成 1 3年 1月 1 2自 らj!l:""1ますます注目されてし〉ます。

県展
特選@入選作品展
鎌田八重子主ん(下須戒)によ

る花を題材とした県展特選の水彩

画をはじめ、永井花英きん(長浜・

風景油絵)と二/j(家僚|閉さん(長浜・

風景写真)、鎌出貴世 j与さん(長

浜・デザ、イン血[)のそれぞれ県民

入選作品を民示しますり

【期間] 1 2月 1 5 日~ 2 7日

(月曜日・祝日休館:午前 9時~

午後 5時) 炉・5端::::::;::::::::慨邸主;蹴搬宇部批判::::::::::::~::::::苛1・5 ・溺

【 場 所 ] ふ れ あい会館ギャラ υ- Sご利用 く た 、 さ い

網\柑蹴:制法::::・E・:::::::・轍蹴::*:~経世話::::::;:;:::鞭・2 富ソーラーシステム

3定期税務相談日程 5 相談センター

(金)午前 1 0時~午後 3時

島F主:~鼠:::~忌~~;;;:;:.~話器E穂積;暗ま限努む::*:~:::~::~:智耳弘子昔話器主:::::::;::

S自動車税圃個人事業税
遣の納税{ま口座振替で 1

交官愛県では、手成 13年度から

自動車税と 11叶人事業税(1其日・ 2

ソーラーシステム十日言炎センター

は、リーラーシステムの購入ヤ耳"l.

り付けf去のクレーム党生ーと お困り

の 方 な ど、消費者の様々な疑問に

お答えし、たI~蕩コ三ネルドーに l喝す

る情報を 抗供する公的な無料相談

出 分)について 、 電i泊料金や電気 窓 nで寸。お気軽にご利用くださ

料金などと同じ ようにr-1}fi'，振替に い。

~5-



品局申畠命指日封書盟関的弱弱電曹
講求し患いとも告えません年金{謀、

そ れ ぞ れ の年金は、受けられる資格が発生しでも本人が請求しなければ

支給されませ ん。年金を受ける資格が発生したら忘れずに請求しましょう。

年 金 を 請 求するには、裁定請求書を提出するほかに請求書に添えなけれ

ばならない書類があります。詳しいことは、それぞれの提出先にお問い合

わせください。

業所(船員にあっては船舶所有者)を管轄する

社会保険事務所または都道府県主管課船員保 険

イ系

退職共済年金は、

窓口

ウ 年金を請求する段階で、最後に加入して い た

制度が共済組合制度の方

老齢基礎・厚生年金は、住所地を管轄する社

会保険事務所の窓口

退職共済年金は、それぞれの共済組合の担当

窓口

次のとおりです裁定請求書の提出先は、

老齢国退職給付を

請求する場合

老齢基礎年金、

それぞれの共済組合の担当

障害園遺族基礎年金、障害園

遺族給付を謂求する場 合
障害の原因となった病気・けがの初診日、または

亨E1:ご日?うま...

ア 国民年金加入中の場合

住民票のある市町村の同民年金担当係の窓 口

イ 厚生年金保険加入の場合

年金を請求する段階で勤めていた事業所(船

員にあっては船舶所有者)を管轄する社会保険

事務所または都道府県主管課船員保険係

ウ 共済組合制度加入中の場合

それぞれの共済組合の担当窓仁l

【ずっと国民年金だけの方]

住民票のある市町村の国民年金担当係の窓口

【ずっと公務員等(共済組合制度加入)の方】

ア 単一共済組合期聞のみの場合

加入していた共済組合の担当窓口

イ 複数の共済組合に加入した場合

老齢 基礎年金は、住所地を管轄する社会保険

事務所の窓 口

退職基礎年金は、

窓口

【複数の年金制度に加入していた方】

当する制度について)

ア 年金を請求する段階で、最後に加入していた

制度が国民年金の場合

老齢基礎・厚生年金は、住所地を管轄する社

会保険事務所の窓口

退職共済 年金は、それぞれの共済組合の担当

窓口

イ 年金を請求する段階で、最後に加入していた

制度 が 厚 生年金保険の方

老齢基礎・厚生年金は、最後に勤めていた事

それぞれの共済組合 の 担 当

(たた、し、該

〈
厚
生
省
〉

インフ'J~エンザ

かかる前に予|訪
じらす前に治諜L圏
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一
「
友
達
に
い
じ
め
ら
れ
て
、
高
校

一
生
が
自
殺
。
」
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
、

一
最
近
あ
り
ま
し
た
。
今
ま
で
に
も
何

回
か
同
じ
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
わ
た

一
し
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
三
年

一
生
の
と
き
見
た
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
、

一
自
殺
し
た
そ
の
人
の
顔
写
真
が
映
り

一
ま
し
た
。
そ
の
写
真
の
顔
は
、
に
こ
っ

一
と
笑
っ
て
い
て
、
と
て
も
い
い
顔
だ
っ

一
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に

一
幸
せ
そ
う
な
顔
を
し
て
い
る
人
が
、

一
自
殺
す
る
な
ん
て
、
三
年
生
の
わ
た

一
し
に
は
、
と
て
も
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん

一
で
し
た
。

ど
う
し
て
い
じ
め
ら
れ
て
い
る
の

一
な
ら
、
先
生
や
両
親
に
相
談
し
な
か
っ

一
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
と
き
、
わ

一
た
し
は
、
正
直
に
話
せ
ば
い
い
の
に

一
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
も
一
一
度
、
い
じ
め
ら
れ
た

一
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
、
わ

一
た
し
は
、
何
回
も
お
母
さ
ん
に
話
そ

一
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
言
い
出
せ
ま

一
せ
ん
で
し
た
。
結
局
、
一
度
も
そ
の

一
こ
と
は
、
話
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

一
の
と
き
、
自
殺
し
た
人
の
気
持
ち
が

一
分
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
き
つ

一
と
、
こ
の
人
も
言
い
た
く
て
し
か
た

一
が
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
い
じ
め
ら

一
れ
て
い
る
自
分
を
助
け
て
も
ら
い
た

一
か
っ
た
は
ず
で
す
。
そ
れ
が
で
き
な

く
て
、
苦
し
ん
で
悩
ん
で
死
ん
で
い
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

友
達
を
い
じ
め
る
人
た
ち
は
、
い
じ

め
る
の
が
そ
ん
な
に
楽
し
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ま
わ
り
で
、
そ
の
い
じ
め
を
見

て
い
る
人
は
、
な
ぜ
止
め
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
の
は
い

け
な
い
こ
と
だ
と
分
か
っ
て
い
る
は
ず

な
の
に
。

わ
た
し
は
、

瞳盟国臨聾彊自

い
じ
め
を
止
め
る
の
は

「一言が言える勇気j

小学 6年生
( 11年度人権作文集より)

と
て
も
勇
気
が
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す。「
さ
わ
い
だ
ら
い
け
ん
や
ろ
う
。
」

と
言
、
つ
注
意
ぐ
ら
い
な
ら
、
誰
で
も
簡

単
に
一
言
え
ま
す
。
で
も
、

「
い
じ
め
を
し
た
ら
い
け
ん
や
ろ
う
。
」

と
一
言
、
っ
注
意
は
、
似
た
よ
う
な
一
言
だ

け
ど
、
こ
れ
を
言
、
つ
に
は
強
い
勇
気
が

必
要
で
す
。
わ
た
し
は
、
こ
の
二
百
が

言
え
る
人
は

「
い
け
な
い
こ
と
は
い
け
な
い
、
悪
い

こ
と
は
悪
い
c

」
と
、
は
っ
き
り
言

え
る
と
て
も
強
い
人
だ
と
思
い
ま

す。
そ
し
て
、
こ
の
一
言
を
言
っ
た

た
め
に
、
自
分
が
い
じ
め
ら
れ
た

と
し
て
も
、
そ
の
一
言
で
助
か
っ

た
人
が
代
わ
り
に
助
け
て
く
れ
る

と
忠
い
ま
す
。
い
じ
め
ら
れ
た
気

持
ち
を
一
番
よ
く
分
か
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
。
わ
た
し
は
、
勇
気
を

出
し
て
、
こ
の
一
言
を
言
え
る
人

間
に
な
り
た
い
思
い
ま
す
。

い
じ
め
を
止
め
る
こ
の
二
百
が
、

い
じ
め
を
な
く
し
て
い
く
と
思
い

ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
い
じ
め
で

自
殺
す
る
人
も
い
な
く
な
る
は
ず

で
す
。わ

た
し
は
、
今
、
と
て
も
宰
せ

で
す
。
わ
た
し
が
困
っ
て
い
れ
ば
、

助
け
て
く
れ
る
友
達
が
い
ま
す
。

わ
た
し
も
困
っ
て
い
る
友
達
を
助

け
て
い
ま
す
。
世
界
中
の
子
ど
も

み
ん
な
が
、
わ
た
し
の
よ
う
に
幸

せ
に
な
れ
た
ら
い
い
な
あ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

為封3品ω3品悶3品悶3品悶3品飢3鈍ω3品悶3品捌3鈍ω3品山3品ω3品叩3品悶3品叩3お問3品悶3鎚悶3鈍悶3品ω3品ω3品ω3臼悶3品叫3日問3品仰3品山3鈍ω3鈍叩3品山3品ω3品悶3品山3品制3品悦3品ω3おω3品ω3叫ω3おω3品ω3品山3品悶3品山3叫山3品山3臼ω3品悶3品悶3品叩3鈍~U品山3臼ω3品叫3お凶3品悶3品協3品悶3品叩3品山3岱悶3叫制4臼叩3品問3臼山3叫ω3臼悶3品制3品協3おω3品山3品山3品制3品叩3品凶3品的3品叩3品悶3品制3品悶3品山3品山3品凶3品悶3品叫3鈍ω3品凶3品山3品悶3品悶3品悶3品~:>fd 
待4ゆ⑬ 

2曲j滝曜串a蒔品心号審襲つ最吋l写生?犬t会6窃3入賞者舟が昔3鴻喪号審襲島吋i号審参む龍言
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号 このたぴ、白 嗣 工 観 光 連 盟 主 催 で 「 白i滝竜もみ 主銅問賞 § 
'ワT つり写生大会Jが開催され、白滝.柴.戒川
語小学校児童8部8人から応募がありました O 早玉梨香子、船田陸師(以上白j滝竜小 1年)桜田智豆

石山祥子(以上白j滝竜小 2年)鎌田申
与語吾 1日1月 8日、白i滝竜公民館で、行われた西田町長、岡 日

藷野時勝敏恥さん川(白白鴎悶滝恥竜)、ι尾上坤孝之討さん川〈白儲j滝竜)川らに 愛扶美、 踏田光司、 官本陸 戸肉F 警欝撃 1 言
令沖守 (以上白i滝竜小 3年) I同湖崎真 ι紬占耕J、畑 E申去令φ 
土詰君よる審査の結果、次の3訂7点が入賞しました O そ唄?雪1智繋索?詐仁 穣与 E包ヱ

(得奇柴E小 3年恥) 別宮早紀、 村銭透僻品刊品ご討、〔元 護欄欝究 E区エ
工詔豆 (敬称略) 不一、 灼虻~>滑絞註威鋲一? 務鞠寄 E早エ

芸 金賞 4山f=訂U主Z訂立円〈T、J2rrE拶苦恒初冷伊j 』 Jレiレ札 喜
5三5西垣光隼(峨戒桁刷馴川|川l小 1昨年)大野初美(柴小 2咋年)高 年軒) 山中康生(柴野小 4伴年) 塑持ぜイセ悌:族奉 (ν〆 豆

工詰言石奈歩(白滝小 3年)上i満首研吾(白滝小 4年)大 泉桃恵(柴小 5年) i渡度遺 子位i忍に 、iム一h刊 宗

5r野{五JζJ;小打、寸5昨問年恥) 引rzt:支忠2詰2て( :官t部的:手?品iぶ3企ふ片必主ふヤ伝Ji守 E 
品ふ"，.~，<-ι山貯山Jラ叫￡ 喝誠議蜘怖品よ』斗』与メ4霊鎖望f学君 時申

令

工詰芸高石茂宏、 上満夕梨華(以以上白j滝竜小 1同年)徳田宇柚由 大か畑手和口、 鎌田佳那絵 (ω臼以札山、u上!二 盤醤勢輔欝欝寸藍i3 芝宗2 
工勾害衣(白i滝竜小 2年恥)上満夕梨乃(伯白i滝竜小 3叫年) t~晴満 白 j滝竜小 6年削) 森和川|川は|ば友実 F鶏欝静繋品¥ケ 笠
斗挿手麻未(白j滝竜小 4年)上田亜呼(柴小 5年)森愛、 (柴小 6年) 宇都宮静香 柑 … 崎 1 号吊二
と語去矢野雅之(以上白i滝竜小 5年 ) 上 満 愛 美 ( 白滝小 6 (子戒f戊支川ノづ小jト、 6年) 金賞に輝いた西垣光隼君 E記i 
§年)宮上靖子(柴小 6年) (減戒耐馴川[[/小Jれ川I川1咋年恥)の作品 宮
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J
Rを
利
用
し
審
む

f
つ
f

j
J
R
四
国
予
讃
線
対
策
協
議
会

j

長
浜
町
・
双
海
町
・
大
洲
市
・
保
内

町
で
構
成
す
る
J
R
四
国
予
讃
線
対
策

協
議
会
で
は
、
予
讃
線
(
海
岸
同
り
糠
)

の
維
持
存
続
や
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
利
用
促
進
や
定
期
券
等
の
購
入

群
発
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す

が
、
利
用
者
は
道
路
交
通
網
の
進
展
等

に
よ
り
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
同
、
海
岸
回
り
線
の
唯

一
の
有
人
駅
で
あ
る
伊
予
長
浜
駅
を
幅

広
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の

各
々
の
日
的
に
合
っ
た
利
用
に
少
し
で

も
お
役
に
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

長
浜
駅
の
窓
口
業
務
と

各
地
の
名
所
園

田
跡
の
紹
介

業
務
時
間
・
年
中
根
休
で
朝
八
時
か

ら
夕
方
五
時
と
な
っ
て
い
ま
す
。
窓
口

業
務
に
つ
い
て
、
十
二
時
か
ら
十
二
一
時

ま
で
と
、
十
四
時
間

O
分
か
ら
十
五
時

二
O
分
ま
で
の
聞
は
部
内
作
業
等
に
よ

り
窓
口
を
閉
鎖
し
て
い
ま
す
が
、
事
前

の
連
絡
に
よ
り
時
間
内
外
を
問
わ
ず
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

定
期

R

切
符
の
購
入
:
・
定
期
券
に
つ

い
て
は
、
期
限
切
れ
二
週
間
前
か
ら
継

続
し
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

切
符
に
つ
い
て
は
、
全
国
ど
こ
の
区

間

(
J
R
)
で
も
一
ヶ
月
前
か
ら
購
入

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
団
体

の
取
り
扱
い
は
八
人
か
ら
で
、
四
国
内

に
限
っ
て
は
乗
車
券
や
特
急
券
の
大
幅

な
割
引
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、

J
R
四
国
で
は
、
「
四
国
再

発
見
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、

各
駅
長
が
推
薦
し
た
間
同
内
各
地
の
名

所
や
旧
跡
を
は
じ
め
、
特
産
品
や
ト
レ

ン
デ
ィ
な
飲
食
庖
な
ど
を
巡
る
「
あ
じ

な
散
歩
道
」
を
幅
広
く
紹
介
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
各
々
の
目
的
に
あ
っ

た
利
用
等

に
よ
り
、

海
岸
田
り

娘
の
維
持

存
続
や
利

便
性
の
向

上
に
ご
協

力
い
た
だ

き
た
い
と

思
い
ま
す
。

長
浜

雄駅
ーは
の海
有岸
人回
駅り
で線一一一ー
す

国圏国国自が登録文化期{こ登録されました
長浜町庁舎が、平成12年 9月26円付

で 国 の 登 録 有 形 文 化 財 に 登 録 さ れ ま し

7こ。

こ の 文 化 財 登 録 制 度 は 、 文 化 財 を資

産として活用しながら保存する制度で

す。建築後50年を経過している建造物

で 、 広 く 親 し ま れ て い た り 、 そ こ で し

か見られない珍しい形をしているもの

などが登録の資格を持っています υ

長浜町庁舎は、 1936 (昭和11)年の

建築で、木造二階建て、入封犀造り、

瓦茸。 正面玄関 k音15に切妻屋根があり、

丸柱で支えられています。外里まには御

影石が張られるなど、 RR相l初期の洋風

建築の一事例です。

なお、長浜町内では、平成10年読録

の長浜大橋に次いで、 2件日の登録と

なりま寸。登録文化財に登録された長浜町庁舎

君事明もく、申毒臨止間関』12~1:事
ふぐには「テトロドトキシン」という猛毒が含まれているものがあります。

ふぐ中毒の発生防止のため、次の事項に十分注意してください。

@素人料理厳 禁 最近のふぐ中毒は「素人料珂」による事故が大半です。ふ

く

@一般;消肖費者に未処理のふくを販亮することはてで、きません。
~大洲保健所~
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長
浜
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

費
一
輔
が
決
ま
り
撃
し

車
内
側
野
時
需
|
長
浜
ふ
ね
あ
い
率
的

g

十
一
月
六

U
、
町
体
一
け
館
で
地
域
イ

ン
タ
ー
ネ
ソ
ト
導
人
促
進
下
業
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
各

種
団
体
の
代
表
者
ら
関
係
者
約
四
十
人

が
出
席
す
る
中
、
シ
ス
テ
ム
の
愛
称
審

査
発
表
、
西
田
町
長
や
田
中
町
議
会
議

長
ら
来
賓
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
起
動
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
日
の
事
業
で
は
、
よ
り
多
く
の
方

に
二
の
シ
ス
テ
ム
に
親
し
ん
で
も
ら
お

ろ
と
、
長
浜
白
状
と
ド
片
山
中
学
校
の
生

佐
川
皆
さ
ん
か
ら
愛
称
ふ
牛
耳
集
し
た
と

こ
ろ
、
百
二
十
J
J…
の
応
募
が
あ
り
、

厳
正
な
需
↑
止
の
結
果
、
長
一
山
高
校
三
年

生
の
田
淵
美
有
紀
さ
ん
の
作
品
が
最
優

秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
審
査
結
果
は
次
の
!
と
お

り

で

す

。

(

敬

称

略

)

{
最
優
秀
賞
】
夢
の
か
け
橋
l
長
浜
ふ

れ
あ
い
ネ
ッ
ト
l
(
田
淵
美
有
紀
・
長

沢
山
校
三
年
)

もIl1

【
優
秀
賞
〕
長
浜
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト

(
晴
静
香
・
長
浜
高
佼
三
午
、
百
出
立
一

由
、
松
岡
明
円
美
、
村
井
敏
宏
・
以
上

長
浜
山
校
一
年
)

善命後

愛馬馬子

最優秀に輝いた日測さん

うさぎとカメ
長浜高校美術部

来賓によるシステム起動が行われました

11 ~長 i
右肩 i
易面 i

震直 i

七
夕
や
病
む
子
の
願
ひ
高
く
い
巾
ゐ

谷

木

ム

九

占

結
願
寺
見
上
ぐ
る
仁
王
は
時
空
川
山
一
ょ
ん

見
据
え
た
る
白
は
慈
悲
に
あ
ふ
る
お

大

津

邦

子

わ
れ
と
同
じ
哀
し
み
胸
に
秘
め
し
活

の
多
く
一
百
は
ね
ど
心
通
ひ
ぬ

付

上

テ
ル
子

秋
祭
り
駆
け
声
台
せ
勇
み
足
遍
路
の

退

い

た

り

渡

辺

ス

マ

子

ダ
イ
一
工
一

y
ト
契
め
る
娘
は
甘
き
梨
菓

ぬ
肥
満
の
吾
に

寓

代

ナ
ガ
ヨ

日

大

和

小

学

校

H

コ
ス
モ
ス
が
話
し
か
け
て
る
す
ず
風

に

四

年

藤

田

朝

美

ま
た
ひ
と
つ
ど
ん
ぐ
り
ポ
ロ
リ
家
出

す

る

四

午

徳

田

真

一

佳

品
川
深
し
わ
が
家
も
山
も
包
む
き
り

川

年

藤

津

美

佳

流
れ
日
生
刷
い
を
か
け
る
秋
の
夜

同

年

中

川

裕

美

子

ど
ん
ぐ
り
が
か
つ
ら
を
か
ぶ
っ
て
ヘ

ア

i
シ
ョ
ー四

年

] 11 

fJ)j 

カ
メ
m
つ
ヤ
ロ
ウ

企
J

足
を
引
J
-
め
た
児

、
、
、

庁
弓
弓
;
:
.

4

ペ
レ
謙
次
は

A-dE
足
毛

?
な
つ
で
う
E
A
m
M
W

之
内
勝
負
ち
ら
長
日

不]

E 

E 
E 

L__圃・園田園幽嗣醐幽白血圃園幽-- - 田 園 田 園 幽 圃 -- --聞恒国 E 胃圃圃圃・珊圃圃圃圃周回園冒園幽園明園田---園置園田園田--・---圃圃圃

帰
り
道
夕
焼
け
色
に
そ
ま
る
か
き

四

年

久

保

美

香

子

群
れ
な
し
て
空
を
泳
ぐ
い
わ
し
雲

六

年

松

田

俊

一

帰
い
り
道
盲
去
っ
赤
に
な
っ
た
カ
キ
が
あ

る

六

年

藤

阿

武

L

那

も
み
じ
の
葉
風
に
ゆ
ら
れ
て
ひ
ら
り

と
落
ち
る

六

年

小

林

紗

代

秋
の
に
じ
そ
れ
は
カ
ラ
フ
ル
わ
ち
主

だ

ね

六

年

大

田

和

弥
‘・，

‘・，

川一ち

-9 



」知ずθ

町
内
人
工
林
を
視
察

ー
森
林
保
全
を
考
え
よ
う

1

十
月
一
一
目
、
長
浜
町
森
林
保
全
対
策

策
定
検
討
委
口
会
(
愛
媛
大
学
農
学
部
・

江
崎
次
夫
教
授
〈
環
境
緑
化
工
苧
〉
会

長
)
の
メ
ン
バ
ー
ら
関
係
主
約
二
十
人

が
、
町
内
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林

を
視
察
し
た
。

こ
れ
は
、
町
内
の
森
林
整
備
状
況
を

把
握
し
、
森
林
の
保
ぶ
・
浄
水
能
力
や

土
砂
流
出
防
止
機
能
な
ど
に
つ
い
て
杭

討
協
議
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
も
の
。

視
察
後
、
久
行
委
員
か
ら
は
「
経
済
林
、

環
境
林
と
し
て
ど
の
よ
う
に
全
備
す
べ

沖
浦
で
大
師
堂
を
改
築

ー
住
民
が
地
域
の
財
産
と
し
て

1

十
片
λ
口
、
沖
浦
地
区
で
大
巾
堂
改

き
か
、
作
業
道
整
備
や
除
問
伐
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
な
内
出
か
ら
さ
ら
に
議
論

を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
な
ど

の
意
見
が
相
次
い
で
出
さ
れ
て
い
た
に

地域住民らが参加した大師堂落成式

築
工
事
の
落
成
式
が
行
わ
れ
、
地
域
計

民
ら
約
二
月
人
が
参
加
し
と
c

こ
れ
は
、
沖
浦
地
区
財
産
皆
理
組
合

(
佐
々
木
庸
一
組
合
長
)
が
、
地
域
住

民
に
川
町
び
か
け
実
現
し
た
も
の
で
、
境

内
敷
地
約
五
十
介
、
本
堂
敷
地
約
三
坪
、

本
全
約
一
坪
、
木
造
日
本
瓦
葺
桧
造
り

一
階
辿
て
で
、
-
)
れ
ま
で
あ
っ
た
大
師

華
同
一
規
模
に
改
量
一
克
し
た
も
の
)

佐
々
木
組
合
長
は
、
「
だ
れ
が
い
つ
何

の
目
的
で
建
築
し
た
も
の
か
分
か
ら
な

い
が
、
伝
統
あ
る
地
域
の
遺
産
と
し
て
、

ま
た
住
以
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
酷

戒
の
場
と
し
て
、
今
佼
も
緋
承
し
て
い

き
た
い
じ
と
話
さ
れ
て
い
た
。

脳
卒
中
を
予
防
し
よ
う

人工林を視察する関係者

ー
健
康
づ
く
り
講
演
会
{
¥

十
月
三
十
六
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

健
康
づ
く
り
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
約

二
百
三
十
人
が
聴
講
に
訪
れ
た
。

講
演
は
、
大
洲
市
の
本
条
脳
神
経
外

科
・
本
条
征
宅
定
生
に
よ
り
「
脳
卒
中

の
予
防
に
つ
い
て
」
と
題
L
て
行
わ
れ

た
コ
来
場
者
は
、
「
脳
卒
中
は
自
分
な

り
に
あ
る
程
間
予
防
で
き
る
病
気
。
最

重
要
危
険
因
チ
の
一
つ
に
高
血
圧
が
あ

る
が
、
血
流
を
よ
く
す
る
た
め
に
塩
分

を
担
え
た
り
、
水
分
を
こ
ま
め
に
十
分

摂
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
血
圧
管
理

す がン 聖母語島地探
公行ド十
オヨ オつ -c 月 、 者罰
、れ、十町 Gι

主ま町二内土空
な LI付竹ィ1，言主
成 た 小 、エー
績。学長民 主
は 校 浜玉石
次 陣中語ら

蚕 C 長言芸信
手{ドお 干支グ¥' n努
略 り 大ラー f

)で 会ウ持率F都福

男

号

〔
六
十

m〕
①
菊
地
竜
三
(
大
和

)
8

秒
9
②
上
中
実
(
長
一
山
一

9
秒

4
必
一
沖

江
薫
一
一
長
浜

)
9秒
5

{百

m】
①
上
田
博
子
一
長
浜
)
凶
秒

8
②
小
森
市
平
「
櫛
生
一
)
日
砂
4
⑤
宮

町
康
平
(
出
ほ
)
日
秒
6

議議

を
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
」
と
の
先
生

の
話
に
、
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
と
。

[
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
〕
①
菊
地
竜
二

(
大
和
)
日
秒
1
②
L
L

中
実
一
長
浜
)

日
秒
4
③
問
中
太
尊
へ
櫛
生
)
川
秒
5

【
走
り
幅
跳
び
】
①
上
川
修
平
(
長
浜
)

4
m
日
②
大
情
知
史
(
長
浜
)
3
m
乃

③
九
鬼
啓
介
(
大
和
)
一
日
川
一
切

[
走
り
高
跳
び
〕
①
一
五
日
十
(
長
浜
)

l
m
n②
沖
江
市
…
(
長
浜

)
1
m
m③

小
森
康
平
(
櫛
生

)
1
m
M

〔
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
]
①
大
橋
知
山

(
長
江
)
日

m
均
一
三
一
問
中
小
ん
尊
(
櫛
生
)

日

mmH
③
稲
淳
一
一
侃
太
(
長
浜
)
日

m
7

〔
四
百

m
リ
レ

i

)中
長
浜
(
上
田
-

L
L
中
・
山
下
・
大
橋
)
臼
秒
O
一
工
大
和

(
菊
地
・
九
鬼
・
松
旧
・
藤
津
)
臼
秒

。
③
櫛
生
(
田
中
・
小
森
・
大
本
・
日

中

)ω
れ
4

10 

女1

手

講演を行う本条征史先生

〔
六
十

m〕
一
④
淳
井
麻
美
(
櫛
牛
一
一
一

9

秒
っ
け
②
松
野
亜
邪
(
喜
多
灘

)
9秒
6

③
大
島
美
穂
へ
長
浜

)
9
秒
8

〔
百

m〕
①
岸
井
麻
美
(
櫛
生
)
日
秒

1
②
松
野
在
耶
(
宣
口
多
滋
)
U
抄

7
③

宮
上
靖
下
(
柴
)
日
秒

8

〔
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
】
①
高
橋
智
子

(
大
和
)
』
秒
3
②
安
田
広
美
(
長
浜
)

日
秒
6
③
稲
津
今
H
子
(
長
浜
)
日
砂

6 
【
走
り
幅
跳
び
〕
一
仰
一
藤
堂
倫
代
(
喜
多

削一

3
m
必
②
安
田
広
美
(
長
一
点

)
3

m
似
③
賀
栄
惇
(
喜
多
灘

)
3
m
m

{
走
り
高
跳
び
〕
伝
言
上
靖

p

十
(
柴
)

1
m
mぬ
奥
田
美
穂
(
長
浜
)
1
m
日

③
上
満
愛
美
一
向
は

)
1
m
5

{
ソ
フ
ト
ホ

l
ル
投
げ
〕
仙
一
宮
ド
友
里力走する子どもたち



(
戒
川
)
部

m
町付

μ

戸
大
石
愛
美
(
(
ド
八
相
)

初
出
向
一

ω村
上
智
忠
美
「
櫛
生
一
一
切

m

7 
【
四
百

mり
レ

l
〕
①
長
浜
(
大
島
・

武
川
・
奥
田
安
出
)
日
秒
3
②
再
多

瀧
(
松
野
・
藤
堂
・
松
下
・
後
H
牒

)

白

山

秒
3
市
一
悌
生
(
淳
井
・
松
比
・
川
上
・

小
森
)
偲
秒
6

川

悦

印

m
ハ
i
ド
ん
な
ど
優
勝
尚

一
山

5
部
内
小
学
校
陸
上
競
技
大
会

1

鰍

十
月
十
じ
口
、
内
子
運
動
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
、
郡
内
小
学
校
陸
上
競
技
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
c

な
お
、
主
な
成
績
は
次
の
と
お
り
で

す

。

(

敬

称

略

)

男

号

〔
六
十

m
〕
②
菊
弛
竜
二
「
大
相
)
9

秒
0

【百

m
】
③
ヒ
日
修
平
(
長
浜
)
日
秒

8 
【
六
十

m
ハ
ー
ド
ル
〕

(
大
和
」

9
秒
。

{
走
り
幅
跳
び
〕
刈
一
上
田
修
平
(
長
浜
一
一

4
m
m
 

〔
走
り
高
跳
び
〕
ゆ
一
小
存
度
平
(
櫛
生
)

1
m
m
 

〔
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】
②
大
橋
畑
中
~

(
長
浜
)
U
m
山

〔
四
百

m
リ
レ

l
}
③
長
浜
(
上
田
・

上
中
・
山
下
・
大
橋
)
引
秒
S 」也

電

女

号

〔
六
十

m〕
③
岸
井
麻
美
(
悌
生

)
9

4
一に
U

1
f
 【

六
十

m
ハ
ー
ド
ル
〕
③
向
橋
智
子

(
大
和
)
日
秒
2

【
四
百

m
リ
レ

l
〕
③
長
沢
(
大
島
・

氏
田
・
奥
田
・
安
田
)
川
秒
0

側
提

i
i

縞

鵡

担

任

事

べ凶ヤ

一
一
、
J

農
林
ぶ
産
大
臣
感
謝
状
ベ
一
則

「
統
計
の
け
」
の
卜
刀
十
八
日
、
松

山
市
で
開
催
さ
れ
た
統
引
の
円
記
念
式

典
仁
お
い
て
、
農
林
水
産
統
計
業
務
に

協
力
さ
れ
ど
々
々
へ
の
感
謝
状
伝
述
式

が
行
わ
れ
、
宗
茂
の
松
田
浩
さ
ん
(
三

八
)
は
、
五
年
以
上
情
報
提
供
を
続
け

て
い
る
、
次
年
協
力
訂
と
し
て
、
農
林
水

産
大
臣
感
謝
状
と
記
念
品
を
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

浩
さ
ん

機
山
崎
一
義
さ
ん
ら
精

細

受

賞

制

胸
、
部
優
良
公
民
館
職
員
表
彰
5

鰍

こ
の
た
び
、
河
辺
村
で
開
催
三
一
れ
た

喜
多
郡
公
民
館
研
究
大
会
の
席
上
、
、
水

年
に
わ
た
り
公
民
館
活
動
推
進
に
貢
献

さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
次
の
方
々
が
立
川

多
郡
公
民
館
連
絡
協
議
会
長
表
彰
を
そ

賞
さ
れ
ま
し
た
c

「
故
称
略
)

山
崎
一
義
(
豊
茂
公
民
館
館
長
)

故
酒
井
氏
治
一
、
'H滝
公
民
館
前
僧
長
、

中
野
貴
夫
(
白
滝
公
民
館
、
玉
事
)

感謝状を受けられた松田さん

山
炉
開
盟
主
郎
さ
ん
ら
州

枇

受

賞

山

中

相
暗
V

ん

m
l倍
良
公
民
館
職
員
・
併

効
永
年
勤
続
公
民
館
運
営
側
常

時
審
議
会
委
員
@
公
民
館
機

恥
活
動
振
興
功
労
者
1

制

ト
月
十
九
円
、
宇
和
町
で
開
催
さ
れ

た
愛
媛
県
公
民
飢
研
究
大
会
の
山
上
、

永
年
に
わ
た
り
公
民
館
前
助
推
進
に
長

献
さ
れ
た
次
の
方
々
が
、
優
良
公
民
泊

職
員
・
、
水
平
勤
続
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
・
公
民
軒
枯
動
振
興
功
労
省
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
、
感
謝
状
を
受
け

ら

れ

ま

し

た

。

(

敬

称

略

)

【
愛
媛
県
公
民
館
連
合
会
長
表
彰
〕
一
(
一

優
良
公
民
館
職
員
:
・
同
理
三
郎
(
青
島

公
民
館
五
事
)
〔
愛
媛
県
公
民
館
連
合

会
長
感
謝
状
】

O
、
水
年
勤
続
公
民
情
運

営
審
議
会
委
員
・
:
出
井
園
雄
(
櫛
生
公

民
館
)
藤
同
弘
(
耐
一
任
茂
公
民
館
)
【
公

民
館
活
動
揺
興
功
労
知
事
表
彰
〕

C
優

良
公
民
館
職
員
:
・
美
野
石
土
口
(
山
公
民

館
連
絡
協
議
た
長
)

滞
日
高
照
友
さ
ん
ら
蜘
叫

ん

蹴

受

賞

綱

川町

1
商
工
会
の
発
展
と
経
料

品
協
営
改
善
普
及
事
業
に
寄
響

効
与
さ
れ
た
功
績
1

滞

数

頭
十
月
二
十
四

H
、
松
山
市
で
開
催
さ

れ
た
「
商
工
会
法
施
行
・
愛
媛
県

u

同
上

会
連
合
会
剖
立
四
ト
周
年
記
念
式
典
」

の
席
上
、
次
の
方
々
が
、
商
工
会
役
員

と
し
て
商
工
会
の
発
展
と
経
営
改
善
普

及
予
業
に
寄
与
さ
れ
た
功
嶺
に
よ
り
、

役
員
功
労
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
さ

れ

ま

し

た

。

(

敬

称

略

)

{
県
知
事
褒
彰
】
長
浜
町
商
工
会
長
・

日
高
田
友

【
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰
〕
長
浜
町

商
工
会
理
事
・
久
保
義
~
早
、
同
・
新
勝

色勝
谷
上
ス
ミ
ヱ
さ
ん
ら
関
川

和

田

人

が

受

賞

制

、尚一官

制

1
社
会
福
祉
向
卜
な
ど
の
功
績
1

切
れ

十
月
一
二
十
一
日
、
松
山
市
で
開
催
さ

れ
た
第
川
十
八
凶
愛
媛
県
社
会
福
祉
大

会
の
席
上
、
地
域
の
社
会
福
机
向
上
に

功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
次
の
方
々

が
そ
れ
ぞ
れ
去
彰
を
受
付
ら
れ
ま
し
た
。

(
敬
称
略
)

〔
県
知
事
表
彰
】

C
民
生
白
川
市
委
員
:
・

谷
上
ス
ミ
ヱ
(
今
坊
)
〔
県
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
表
彰
〕
一
り
民
生
児
童
委
員

功
汚
身
・
:
安
川
千
鶴
子

(PH滝
)
O社

九
五
福
相
協
議
会
刊
件
関
係
功
労
者
・
-
-
森

議
(
白
滝
)
〔
県
共
同
募
金
会
会
長
表

彰〕

O
奉
仕
功
労
者
・
:
武
一
川
幸
子
(
長

浜
~

ヰ
悟
嶋

一
w
森
山
川
一
純
行
さ
ん
恥

糊

5
体
嘉
導
委
員
功
労
者
表
彰
う
桝

ト
一
月
一
日
、
高
知
県
で
開
催
さ
れ

た
第
四
十
一
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研

究
協
議
会
の
席
上
、
白
滝
の
森
川
純
行

ぎ
ん
は
、
永
年
に
わ
た
り
体
育
指
導
委

員
と
し
て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興

に
尽
力
き
れ
た
功
績
に
よ
り
、
全
国
体

育
指
導
者
虻
員
連
合
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
-

川
町
ク
ロ
ッ
ケ
l
老
年
一
部
州

地
(
櫛
生
チ
ー
ム
)
が
ゆ

制

優

勝

料

ovu 

糊

1
愛
鰻
ス
ポ
レ
ク
門
小
川
一
リ
一

γ
糾

十
一
月
五
日
、
支
媛
県
総
合
運
動
公

園
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
た
安
鰻
ス
ボ

レ
ク
也
市
二

0
C
C
に
お
い
て
、
ク
ロ
ッ

ケ

l
往
年
一
部
に
出
場
し
た
柿
生
チ
ー

ム
が
、
み
ご
と
優
勝
に
梓
き
ま
し
た
。僅勝した櫛生チームの皆さん
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こんなに大きくなりました
~豊茂ふるさとまつり ~

11月 12日、豊茂小学校グラウンドをメイン会場に、第14

回豊茂ふるさとまつりが開催され、約1200人の人出で 賑 わ

いました。

テレビでおなじみの作道泰子アナウンサーの司会進行で、

オープニングは小学校児童による 一輪車パレード。趣味の

作品展示の他、各種出庖やクイズ、歌謡ショーなどに引き

続き、プレゼン ト抽選会、餅まきも行われ、会場は大盛況

で し た。

ところでL、グラウン

ドに並んでいた79個 の

どでかぼちゃ 。 中でも

ひときわ大きく今年最

も重かったのは、藤 i剃

嘉明さん (78)が丹精

込めて育てられたもの

で、 57.7kgで、した。

的)岸本印刷広 報ながはま

K
3ノ

4
，ム

占

l
l」
円

。

せ

よ

月

」
せ
ロ

し

う

(

:
暗
K

明
い
日

止
燭

と

冗
晦

る

り

山
大

た

な

の

で

火

代

当

し

時

し

も

治

探

と

明

を

の

の

山
凝
U

年

倹

に
煮

川
行

節

「

「

事主
白

-吉
岡

て

での<子規>の実感であった。

大晦日を除 日 とも 言 い、その夜が除

日)

の

強

く

引

後

も

突

コλ

)

市

れ

切

身

法

B
む
曹
・
J
1
1

，ノ

、

、

年

。

百

舌

触

菊

く
、

突

く

鼻

味

つ

を

突

七

鐘

に

耳

香

百

の

互

に

つ

交

眼

声

内

八

を

(

年

百

M
U根
色

旧

計

く

ど
ハ

(

戸
早

ん

E己

、

EU句
、

じ

需
也

で

つ

M

は
一一
六

夜

一

く

の

と
言十

第 1位に輝いたどでかぼち ゃ36の煩悩が生じ、それが過去、現在、

喝P

婚

出
T

、
Y

巾
T

、
Y

i甫 j甫

叩
月
届
出
分

(
敬
称
略

イ主:

戸斤

氏

洲 浜

篠島

田原

大 長

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

m月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

子

の

氏

名

保

護

者

名

未来に亙るので百八つになると 言 われ

長長ている 。今 年 の 大晦日は20世紀 最後 の

t兵 Y兵大晦日で、翌日からは21世紀であるか

ら100年に 1度の 大 晦 日 で あ る 。
上
回

大
野

亜寸克ミ
香 ヵ司 じ

里 "

20世紀は度重なる災厄の世紀でもあっ

たが、逆に科学の飛躍的進歩の世紀で

もあった。我が固からも幾多のノーベ

ル賞 受賞者が生まれた。 私たちは、い

矢井
野上

涼;拓?
太L磨 ま

お
〈
や
み

叩
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

名

白沖沖長下長長今今戒白
須

滝 j甫 i甫 J兵戒浜浜坊坊 川 i竜

篤 正

美光
Fム手口
玄彦

たましい戦争による数千万人に上る犠

牲者の災厄を忘れず、平和と友好と幸

福の21世紀を迎える 心 の準備をしっか

り固めようではないか。新世紀を有意

義に す る の も 無 意義にするのも、この

12月のみんなの決意次第にかかってい

岡矢丸菊

国土也間田

田

水 本 川 部石上淵

清水天宮大浦

ることをはっきりと認E哉したいものだ一

さようなら、 20世紀!長浜町民皆さ
忠

朝

(八
七
)

隆
雄
(
九
O
)

光
子
(
七
七
)

久
太
郎
(
七
七
)

シ
ズ
コ
(
八
二
)

豊
(
六
八
)

辰
雄
(
七
二
)

カ
ネ
コ
(
九
二
)

美
佐
香
(
八
二

恵

子

(五
七
)

有

強

(六
四
)

んに素晴らしい21世紀が訪れることを

一一
正
樹
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訂
正
:
・本
紙
十

一
月
号
二
十
二
ペ
ー

ジ
の
、
お
誕
生
お
め
で
と
う
H
・
の
記

事
中
、
「
林
田
拓
馬
」
は
「
林
田
拓

真
」
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お

詫
び
し
ま
す
。

干丹る 。

人口・世帯数のうごき

10月末現在 前月との比較

9，798人 13人減

A 口 (男 4，633人) (男 3人減)
女 5，165人 女 10人減

世帯数 3，618世帯 2世帯減


